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報道関係者各位                                 2026 年 10 月 20 日 

京都光華大学 キャリア形成学科（学長：高見 茂）は、2026 年 10 月 23 日（金）、西京極総合運動公園に

おいて、学生が企画・運営する模擬挙式「ナイト・ガーデンウェディング」を実施します。 

本企画は、西京極総合運動公園の緑地空間を活用し、スポーツ利用に加えた夜間・イベント利用の可能性を

検証する取り組みです。学生が中心となり、照明や映像、音響、装飾などを組み合わせ、夜の公園ならではの

幻想的な空間を演出します。 

■スポーツ以外の利用促進と、夜間の緑地空間の活用 

本西京極総合運動公園は、スポーツ施設として広く利用されている一方、緑地空間を含む公園全体につい

て、スポーツ以外の目的で訪れる人を増やし、多様な市民活動や企業活動につなげていくことが課題となっ

ています。また、昼間に比べて夜間の緑地部分は利用者が少なく、夜の公園をどのように安全で魅力的な空

間として活用するかも検討すべき課題です。 

本企画は、こうした課題を踏まえ、西京極総合運動公園の緑地空間を活用し、スポーツ利用に加えた夜間・

イベント利用の可能性を検証する取り組みです。 

 

■大学の授業と連動し、学生 54名が企画から実演まで担当 

本取り組みは、キャリア形成学科3年生の必修科目「プロジェクト実践・評価」の一環として実施し、履修

者54名が、企画、準備、広報、当日の実演までを担当します。専門分野の異なる教員4名が指導にあたり、学

生がそれぞれの専門性を生かしながら共創します。 

今年度は、春から実施してきた「おしゃピク」のモデル検証や、アップサイクルドレスを活用したブライ

ダルプランニング、プロジェクションマッピング・映像による空間演出などの取り組みを進めており、今回

のナイト・ガーデンウェディングにその成果を取り入れます。 
 

■夜の公園の新たな可能性を検証 

西京極総合運動公園はスポーツの拠点である一方、豊かな緑地空間も有しています。本企画では、一日の

半分を占める「夜」に着目し、公園利用の時間帯と目的を広げる可能性を探ります。 

夜間の照明や映像演出により、昼間とは異なる景観をつくり出すとともに、人が訪れる時間帯を増やすこ

とで、夜間の安心・安全や公園の魅力向上にもつなげます。また、学生が若い世代の視点から新たな利用方

法を提案することで、幅広い世代が訪れるWell-Beingな公園づくりや、スポーツと文化・観光・産業を組み

合わせた地域活性化への貢献を目指します。 

さらに、今回の実施を通じて、夜間利用の拡大や公園の夜間景観づくりの契機を生み出すとともに、民間

事業者や周辺店舗、地域団体とのコラボレーションの可能性を提示します。 
 

【ナイト・ガーデンウェディング開催概要】 

【日 時】 2026 年 10 月 23 日（金）19:00 開演 

【会 場】 西京極総合運動公園 芝生広場 

【主 催】京都光華大学キャリア形成学部キャリア形成学科「プロジェクト実践」合同クラス 

【協 力】公益財団法人京都市スポーツ協会／京都シャボン玉飛ばし隊 
 

報道関係者におかれましては、本企画について広くご案内・ご取材いただきますようお願い申し上げます。 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
≪取材に関するお問い合わせ≫ 
京都光華大学／短期大学部 入学・広報センター 担当：川島 
[TEL] 075-312-1899  [FAX] 075-312-5594 [E-mail] hkk@mail.koka.ac.jp [URL] https://www.koka.ac.jp/ 
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西京極総合運動公園再開発計画への提案-実証実験 

学生が企画・運営する「ナイト・ガーデンウェディング」を実施 

2026 年 4 月共学化！ 

「京都光華女子大学」から 

「京都光華大学」へ 
 

STAY BONBU,CO-CREATE WELL-BEING. 

世代を超え、願いをつなぎ続ける学園を目指して 

Well-Being な社会を実現するためには多様な人々が手を取り合い共創することが必要です。 

その共創のスキルを学生が育めるよう、本学園はジェンダーの壁を取り払い、男女共学化。 

おもいやりの心で互いを尊重し、あらゆる人と共創できるキャンパスに進化します。 
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